






































































































































































（Schmalenbachs Zeitschrift für betriebswirtschaftliche Forschung）への投稿の件もあって，ミュン
ヘンで初めてピコー教授にお会いしたのが1990年秋で，それ以来のお付き合いであるが，彼は
一貫して新制度派経済学の立場から研究を続けて来られ，その著書 Picot, A. ,Dietl, H. & Franck, 
E.,Organisation --- Eine ökonomische Perspektive, Schäffer Poeschel 5.Auflage 2008は，『ピコー，
ディートル，フランク：新制度派経済学による組織入門（白桃書房）』として我が国でもつと
に知られているところである。ピコー教授は1997～98年にはドイツの経営学会の会長を務めら
れた。門下からもエゴン・フランク教授（チューリヒ大学），ヘルムート ･ディートル教授
（チューリヒ大学）を初めとして多数の教授（ドイツでは教授は国家資格）と，博士号取得者
を輩出し，ミュンヘン大学からの新制度派経済学による研究グループはつとに知られるところ
である。訳者が1995年にやはり同じバイエルン州のバイロイト大学で正教授（C4）として勤
務し，毎週ドイツ語で日本企業論の授業とゼミを担当した時も，当時ミュンヘンに住んでバイ
ロイトへ通っていたこともあり，折に触れてピコー教授の研究室（ドイツでは Büroと呼ぶ）
でアドバイスをいただくことができた。
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　規制に関するピコー教授の論稿は数多いが，やはり前述のエネルギーネットワーク，テレコ
ミュニケーションネットワークへの規制，政府介入がとりあげられている。門下生のヴォルフ
ガング・ブル教授（現シュトゥットガルト大学）との共同研究の成果は，訳者も多数いただい
たが，訳者自身の研究テーマとは異なるため，コメントなどを差し上げることができなかった
のが残念である。
　この小論は，「バイエルン科学アカデミー雑誌」2011年第３号にピコー教授が寄稿したノー
トの概略である。完全な訳ではないが，その論調を伝えることはできたと考えている。
　市場の失敗と規制の問題は，もうあらためて言うまでもなく，経済学におけるポピュラーな
トピックである。そして，すでに十分な数の解説や検討がなされている。ただし，ピコー教授
のような経営学者が，企業経営，マネジメントとの関連でこの問題をどのように捉えているか，
という点は，興味のあるところである。もちろん，ここでのとりあげ方も基本的には経済学で
のそれと本質的に異なるものではないが，いたるところにマネジメントという概念が出てくる
ところが，やはり特徴的と言えるであろう。遡って考えると，およそ20年前の東西ドイツの統
一にあたり，旧東ドイツの国家体制の実情（窮状）について，体制の違う社会主義とはいえ，
結局は資本主義で言うさまざまな市場の失敗（当然マネジメントも含む）にあたる経済のほこ
ろびが手をつけられずに放置されていたのが明らかになって，あたかも経済学の教科書の叙述
のサンプルを見た感を，当時の西ドイツの研究者たちが持ったのは，未だに記憶に新しい。
　訳者もやはり経営学研究者であり，この問題を経済学での見方だけでなく，経営学の観点か
ら見るための，ひとつの試みとして，紹介を試みた。短い論稿ではあるが，興味深い叙述であ
ると認識しているところである。
